
 

 

 

１．聞こえない・聞こえにくいってどんなこと？ 

２．聞こえない人への支援  

３．コミュニケーション方法 

４．盲ろう者に対する支援 

５．手話通訳者・要約筆記者の派遣依頼 

６．盲ろう者向け通訳・介助員の派遣依頼 
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 2. もし、災害が起きたら…
 

 

 

 

あわてず、まず自分の身を守る 

    頭を落下物から守る 

    

 

 

 

 

     

 

 

 

 

火の元の確認  
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火をとめよう 

ガラスが
落ちて 

くるかも
しれない 

地 震 

原村 

 

原村緊急メール配信サービス 

https://www.vill.hara.nagano.jp/docs/1084.html 

伊那市 伊那市地域安心安全メール 

ＰＣhttp://www.inacity.jp/bohan_bosai_kinkyu/bosai_bohan/anshinanzenmail.html 

携帯 http://www.inacity.jp/smph/bohan_bosai_kinkyu/bosai_bohan/anshinanzenmail.html 

飯田市 飯田市いいだ安全・安心メール 

http://www.city.iida.lg.jp/soshiki/8/iidamail1.html 

宮田村 宮田村防災安全情報メール 

宮田村ＨＰ http://www.vill.miyada.nagano.jp/ 

 
 
◆ 長野県防災気象メール entry@mail.sabo-nagano.jp 

    上記アドレスにメールを送信し、返信メールに記載された 

  登録用 URL にアクセスして登録する。 
 
 

◆ 耐震診断と補助金制度 

  耐震改修促進法の改正（平成 25年 

 11 月 25日施行）により、昭和 56年 

5 月 31日以前に建てられた木造住宅は、 

耐震診断の対象となります。耐震診断は 

無料です。 

 耐震補強工事は、市町村から補助金が 

あります。詳細は、居住地の市町村に 

お問い合わせください。  

 

 

       

  
 

 

２. 聞こえない人への支援 

1. 聞こえない・聞こえにくいってどんなこと？ 

 

地域社会では、聴覚障害者も一緒に生活をしています。災害時に

は、聞こえない事で、多くの困難が起きがちです。まず、音声での

災害情報がわからず速やかな避難ができません。避難所でも、音声

情報が聞こえないと、状況判断ができず適切な行動がとれないばか

りか、外見だけでは聞こえない事がわからないので、誤解を受けて

人間関係を損ねることもあります。 

 

 

 

 

避難所では、聞こえない事を自ら示している場合があります。

困っていたり、情報に気が付かなかったりという様子が見られた

ら、ご支援をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分から聞こえない事を伝えない 

聴覚障害者もいるので、プラカード 

などで、避難所に聴覚障害者がいる 

かどうか確認してください。 

 

 

   
 

（耳マーク） 
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2. もし、災害が起きたら…



  

  

    ・川沿いや橋は危険ですので、近くを通らないでください。 

    ・裸足、長靴は危険です。 

   ・近くの安全な高い建物に避難しましょう。 

   ・水害ハザードマップで、自分の住んでいる場所がどの 

    程度浸水する恐れがあるか、把握しましょう。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

   登山の時は、火山情報を確認し、登山計画書を提出 

   しましょう。 

 

 

 

 

 

 
 
 
  

噴 火 

洪 水 
   門や塀に近寄らない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   落下物に注意 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
  

 
ブロック塀が 

くずれるとあぶない 

 棚から離れよう 

 頭を守ろう 

    窓や戸を開け出口を確保 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   あわてた行動はケガのもと 

    靴や厚手のスリッパを身近な所に常備しておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
  

ガラスの破片で
足をケガしたら

大変!！ 

ガラスの破片で足を
けがしたら大変!！ 

３．避難所で、どのように行動するか 
 
 
 
 

（1）避難所の責任者に聞こえない事を伝え、①～③を依頼する 

 
①食料配布等の情報は、紙やホワイト 

ボードに書いてほしい。 

 

②掲示板にお知らせを貼ってほしい。 

 

③手話通訳、要約筆記者、盲ろう者向け 

通訳・介助員の派遣をしてほしい。 

(最終ページの｢お願い｣を活用!事前に記入しておきましょう) 
 
 
（２）自分で情報を得る 

  ①避難所では、お知らせを見る。 

 ②携帯電話の機能（アプリ、ツイッター、ワンセグテレビ）を

活用する。 
 
 

（３）自分の安否を報告する 

  ・メールや災害用伝言板を使って、 

自分の安否を長野県聴覚障がい者 

情報センター、又は地域の聴覚障 

害者団体や支援団体に報告する。 

  ・メールが使えない時は、避難所責任者に代わりに連絡しても

らうように依頼する。 
 
 

（4）避難所の運営に協力し、お互いに助けあう  

       困っている人を助けて避難所の運営に関わることで、周り

 の人も聴覚障害に配慮し、助けてくれるでしょう。 
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閉じ込められないように
ドアを開けておこう

ガラスの破片で
足をケガしたら

大変‼



  

  

    ・川沿いや橋は危険ですので、近くを通らないでください。 

    ・裸足、長靴は危険です。 

   ・近くの安全な高い建物に避難しましょう。 

   ・水害ハザードマップで、自分の住んでいる場所がどの 

    程度浸水する恐れがあるか、把握しましょう。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

   登山の時は、火山情報を確認し、登山計画書を提出 

   しましょう。 
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くずれるとあぶない 

 棚から離れよう 

 頭を守ろう 

    窓や戸を開け出口を確保 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   あわてた行動はケガのもと 

    靴や厚手のスリッパを身近な所に常備しておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
  

ガラスの破片で
足をケガしたら

大変!！ 

ガラスの破片で足を
けがしたら大変!！ 

３．避難所で、どのように行動するか 
 
 
 
 

（1）避難所の責任者に聞こえない事を伝え、①～③を依頼する 

 
①食料配布等の情報は、紙やホワイト 

ボードに書いてほしい。 

 

②掲示板にお知らせを貼ってほしい。 

 

③手話通訳、要約筆記者、盲ろう者向け 

通訳・介助員の派遣をしてほしい。 

(最終ページの｢お願い｣を活用!事前に記入しておきましょう) 
 
 
（２）自分で情報を得る 

  ①避難所では、お知らせを見る。 

 ②携帯電話の機能（アプリ、ツイッター、ワンセグテレビ）を

活用する。 
 
 

（３）自分の安否を報告する 

  ・メールや災害用伝言板を使って、 

自分の安否を長野県聴覚障がい者 

情報センター、又は地域の聴覚障 

害者団体や支援団体に報告する。 

  ・メールが使えない時は、避難所責任者に代わりに連絡しても

らうように依頼する。 
 
 

（4）避難所の運営に協力し、お互いに助けあう  

       困っている人を助けて避難所の運営に関わることで、周り

 の人も聴覚障害に配慮し、助けてくれるでしょう。 

 

 
 － 8－ － 9－

聞
こ
え
な
い
人
向
け

ブロック塀が
くずれるとあぶない

棚から離れよう

頭を守ろう



   落下物に注意 
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カバンや服でも
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   電車に乗っている時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

大雨が何日も続いた時は 
 災害情報に注意しましょう。 
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土砂くずれ・土石流 
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大雨が何日も続いた時は 
 災害情報に注意しましょう。 
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   落下物に注意 
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   電車に乗っている時 
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 災害情報に注意しましょう。 
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大雨が何日も続いた時は 
 災害情報に注意しましょう。 
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    ・川沿いや橋は危険ですので、近くを通らないでください。 

    ・裸足、長靴は危険です。 

   ・近くの安全な高い建物に避難しましょう。 

   ・水害ハザードマップで、自分の住んでいる場所がどの 

    程度浸水する恐れがあるか、把握しましょう。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

   登山の時は、火山情報を確認し、登山計画書を提出 

   しましょう。 
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   落下物に注意 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
  

 
ブロック塀が 

くずれるとあぶない 

 棚から離れよう 

 頭を守ろう 

    窓や戸を開け出口を確保 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   あわてた行動はケガのもと 

    靴や厚手のスリッパを身近な所に常備しておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
  

ガラスの破片で
足をケガしたら

大変!！ 

ガラスの破片で足を
けがしたら大変!！ 

３．避難所で、どのように行動するか 
 
 
 
 

（1）避難所の責任者に聞こえない事を伝え、①～③を依頼する 

 
①食料配布等の情報は、紙やホワイト 

ボードに書いてほしい。 

 

②掲示板にお知らせを貼ってほしい。 

 

③手話通訳、要約筆記者、盲ろう者向け 

通訳・介助員の派遣をしてほしい。 

(最終ページの｢お願い｣を活用!事前に記入しておきましょう) 
 
 
（２）自分で情報を得る 

  ①避難所では、お知らせを見る。 

 ②携帯電話の機能（アプリ、ツイッター、ワンセグテレビ）を

活用する。 
 
 

（３）自分の安否を報告する 

  ・メールや災害用伝言板を使って、 

自分の安否を長野県聴覚障がい者 

情報センター、又は地域の聴覚障 

害者団体や支援団体に報告する。 

  ・メールが使えない時は、避難所責任者に代わりに連絡しても

らうように依頼する。 
 
 

（4）避難所の運営に協力し、お互いに助けあう  

       困っている人を助けて避難所の運営に関わることで、周り

 の人も聴覚障害に配慮し、助けてくれるでしょう。 
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    ・川沿いや橋は危険ですので、近くを通らないでください。 

    ・裸足、長靴は危険です。 

   ・近くの安全な高い建物に避難しましょう。 

   ・水害ハザードマップで、自分の住んでいる場所がどの 

    程度浸水する恐れがあるか、把握しましょう。  
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   あわてた行動はケガのもと 

    靴や厚手のスリッパを身近な所に常備しておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
  

ガラスの破片で
足をケガしたら

大変!！ 

ガラスの破片で足を
けがしたら大変!！ 

３．避難所で、どのように行動するか 
 
 
 
 

（1）避難所の責任者に聞こえない事を伝え、①～③を依頼する 

 
①食料配布等の情報は、紙やホワイト 

ボードに書いてほしい。 

 

②掲示板にお知らせを貼ってほしい。 

 

③手話通訳、要約筆記者、盲ろう者向け 

通訳・介助員の派遣をしてほしい。 

(最終ページの｢お願い｣を活用!事前に記入しておきましょう) 
 
 
（２）自分で情報を得る 

  ①避難所では、お知らせを見る。 

 ②携帯電話の機能（アプリ、ツイッター、ワンセグテレビ）を

活用する。 
 
 

（３）自分の安否を報告する 

  ・メールや災害用伝言板を使って、 

自分の安否を長野県聴覚障がい者 

情報センター、又は地域の聴覚障 

害者団体や支援団体に報告する。 

  ・メールが使えない時は、避難所責任者に代わりに連絡しても

らうように依頼する。 
 
 

（4）避難所の運営に協力し、お互いに助けあう  

       困っている人を助けて避難所の運営に関わることで、周り

 の人も聴覚障害に配慮し、助けてくれるでしょう。 
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3. 避難所で、どのように行動するか


